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雲仙火山に属する新規溶岩ドーム群の噴出年代

はおよそ３万年よりは若い活動と考えられてはい
るが，信頼にたえる放射年代はほとんど報告され
てこなかった．これらの年代範囲では 14C 法が最も
信頼できる年代測定法であるが，溶岩ドームを形
成する岩体から年代試料となる炭質物を見出すの
は困難であるため，他の手法を適用するしかない．
幸いなことに雲仙火山を構成するデイサイトや安
山岩は石英斑晶を含むことが多く，石英を用いた
熱ルミネッセンス（ＴＬ）年代を求めることが可
能である．ＴＬ年代測定法は，簡単な手順・装置
で多くの試料の年代値を求めることができるのが
利点である（Takashima and Watanabe, 1994 な
ど）．最近では，不確定要素を排除した試料の選択
と石英粒径計測によるβ線線量補正法により信頼
度の向上と誤差の減少を実現し，10％以下の誤差
で年代値を求めることがほぼ可能となっている
（島雄ほか，1999）． 
新期雲仙火山に属する妙見岳火山，普賢岳火山，

眉山火山を形成する溶岩ドーム群および垂木台地
岩屑なだれ堆積物のＴＬ年代測定を行った（山縣
ほか，2004）．垂木台地岩屑なだれ堆積物は，古妙
見岳火山体の東部の崩壊に伴って流下した堆積物
の可能性が示唆されていたが給源や時代について
は不明であった．そこで周辺の各溶岩ドーム及び
垂木台地岩屑なだれ堆積物の化学組成や鉱物組成
についての比較検討を行い，垂木台地岩屑なだれ
堆積物の給源とその生成時期についての考察も併
せて行った． 
これらの検討により，次のような結果が得られ

た． 
（１） 雲仙火山新期溶岩ドーム群のＴＬ年代値は，
妙見岳火山の国見岳で25±2 ka，妙見岳で15±1 ka，

普賢岳火山の普賢岳山頂溶岩で 3.1±0.3 ka，風穴
溶岩で 3.4±0.3 ka，眉山火山の天狗山で 4.6±0.3 
ka，七面山で 3.8±0.2 ka を示した． 
（２） 垂木台地岩屑なだれ堆積物のＴＬ年代値は
24±1 ka であった．この年代値は国見岳の年代値
と誤差範囲内で一致している．また，化学組成や
鉱物組成の比較検討においても垂木台地岩屑なだ
れ堆積物と国見岳は類似していることがわかった．
これらより，垂木台地岩屑なだれ堆積物は，古妙
見岳火山体の一部をなしていた国見岳岩体の崩壊
堆積物である可能性が高い．さらにその生成時代
は，妙見岳の活動後でありアカホヤ火山灰の堆積
以前であることから，１万５千年前と６千年前の
間であったと考えられる． 
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